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初
動
リ
ー
ダ
ー
が
、

簡
易
ス
リ
ッ
パ
づ
く
り
に
挑
戦

慣
れ
れ
ば
１
分
で
製
作
可
能
！

自
主
防
災
実
行
委
員
会

１
月

日
（
火
）
夜
、
第
５
回
初
動
リ
ー
ダ
ー

２９

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、「
防
災
知
識
を
拡
げ
よ
う
」

と
、
新
聞
紙
を
使
っ
た
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス

リ
ッ
パ
」
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
リ

ッ
パ
は
緊
急
時
に
お
け
る
安
全
確
保
＆
足
元

保
温
用
で
す
。
早
速
履
い
て
み
て
、
感
触
を

味
わ
い
な
が
ら
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

「
簡
単
に
作
れ
て
、
履
い
て
い
る
と

温
か
い
」
等
の
声
が
あ
り
効
果
も
確
認
。
き
、

こ
の
ス
キ
ル
を
各
区
に
持
ち
帰
っ
て
、

拡
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

新聞紙で
簡易スリッパ

な
ん
と

さ
て
、
会
議
で
は
、

避
難
所
の
開
設
を
体

験
し
た
初
動
リ
ー
ダ

ー
が
、
運
営
本
部
・

総
務
・
受
入
・
管
理

・
救
護
の
各
所
属
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

昨
年
秋
の
「
合
同
防

災
訓
練
の
振
り
返
り
」

に
お
い
て
出
さ
れ
た

問
題
点
に
対
し
て
、
今
後
ど
う
対
処
し
て
い

け
ば
良
い
か
を
検
討
し
合
い
ま
し
た
。

検
討
結
果
は
、
次
年
度
以
降
の
訓
練
に
活

か
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
２
年
間
、
幸
い
に
も
柘
植
地
域
に
は

大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

初
動
リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ま
に
は
、
２
年
間

の
会
議
や
訓
練
へ
の
参
画
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
任
期
が
終
わ
り
ま
し
て
も
、
今
回
の
体

験
を
生
か
し
て
防
災
・
減
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
い
ざ
と
言
う
時
に
は
防
災
活
動
に
ご

支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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サ
ン
タ
さ
ん

男
も

女
も

、
大
活
躍
！

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

教
育
文
化
部
会

昨
年
の
暮
れ
、

月

日
（
月
）
ク
リ
ス

１２

２４

マ
ス
イ
ブ
の
午
後
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
恒
例

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

柘
植
青
葉
台
区
の
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ブ
ス
に

よ
る
ピ
ア
ノ
・
二
胡
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

演
奏
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
歌
声
広

場
」
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懐
か
し
の
唱

歌
や
青
春
歌
謡
な
ど
を
次
々
と
合
唱
し
て
、

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

休
憩
の
後
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
「
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
が
あ
り
、
続

い
て
「
ト
ノ
＆
マ

ジ
ョ
ン
ナ
」
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
で
会
場
は
盛
り

上
が
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の
ひ
と

時
を
楽
し
み
ま
し

た
。

児
童
の
通
学
や
市
民
生
活
の
安
全
対
策
と
し
て

外
側
線
が
実
現
！

先
号
の
「
事
務
局
だ
よ
り
」
で
紹
介
し
た

案
件
が
、
市
道
路
河
川
課
の
計
ら
い
で
２
月

１
日
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

柘
植
小
学
校
と
と

も
に
上
町
区
・
下
町

区
・
柘
植
ま
ち
協
が

協
力
し
て
要
望
を
上

げ
て
行
く
こ
と
で
、

生
活
に
関
わ
る
案
件

が
実
現
し
た
こ
と
は

意
義
深
い
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

柘植地域

林業再生プラン検討座談会
柘植の森林整備実行委員会

１月24日（木）午前、三重大学の坂本教授

をお招きし、今年度３回目となる林業再生を

めざした会議を開催しました。

参加者には坂

本教授のほか、

伊賀森林組合、

三重県農林事務

所、伊賀市農林

振興課の方々が

お越しになり、

柘植地域の下町・山出・倉部・小杉から参加

した10人とともに、今後の柘植地域におけ

る森林管理の方向性を探りました。

関係するすべての区が協力して山林につい

て考えていける機会にしていきたいもので

す。 ※関心のある方は事務局へお問い合わせください。
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静
岡
県
富
士
市
か
ら
の
視
察
受
入

１
月

日
（
金
）

２５

午
後
、
静
岡
県
富
士

市
よ
り

名
の
方
々

２３

が
お
越
し
に
な
り
ま

し
た
。

富
士
市
で
は
生
涯

学
習
の
観
点
か
ら
住

民
自
治
組
織
が
設
立

さ
れ
る
と
い
う
歴
史

を
も
っ
て
お
り
、
自

治
セ
ン
タ
ー
化
や
担

い
手
不
足
の
課
題
な

ど
同
様
の
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。
柘
植
地

域
と
重
な
る
課
題
や
市
行
政
と
し
て
の
課
題

な
ど
、
熱
心
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
宇
佐
市
へ･

･
･

ま
ち
協
研
修
会
に
招
か
れ
て

１
月

日
（
日
）
、
大
分
県
宇
佐
市
の
安
心

２７

院
（
あ
じ
む
）

町
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
「
宇
佐
市
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
研
修
」
の

ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招

き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
訪
れ
る
地
で

し
た
が
、
柘
植
地
域

と
よ
く
似
た
地
勢
で
、
同
規
模
の
ま
ち
協
が

ほ
と
ん
ど
で
、
日
々
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
課

題
と
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
担
当
者
が

ヒ
ン
ト
を
探
す
う
ち
に
柘
植
地
域
の
取
り
組

み
が
目
に
留
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

宇
佐
市
の
ま
ち
づ
く
り

で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

市
行
政
が
大
分
大
学
と
提

携
す
る
こ
と
で
、
ゼ
ミ
学

生
が
地
域
に
入
っ
て
『
ま

ち
づ
く
り
計
画
書
』
改
定

作
業
や
製
本
ま
で
協
働
し

て
い
た
こ
と
で
す
。

大
学
生
が
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
廃

校
に
な
っ
た
中
学
校
を
市
よ
り
指
定
管
理
し
、

調
理
室
で
ワ
ン
コ
イ
ン
カ
フ
ェ
を
し
た
り
、

ワ
ン
コ
イ
ン
居
酒
屋
ま
で
し
て
い
る
点
は
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

地
域
に
お
け
る
学
び
の
交
流
会

１
月

日
（
金
）
、
伊
賀
市
中
央
公
民
館
（
ハ

２５

イ
ト
ピ
ア
）
で
、
市
内
自
治
協
や
公
民
館
関

係
者
等
を
対
象
に
生
涯
学
習
課
主
催
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
併
後

年
経
っ

15

て
も
、
旧
市
町
村
の

違
い
が
大
き
く
残
る

中
、
市
内
各
地
の
公

民
館
活
動
の
あ
り
よ

う
や
担
い
手
不
足
・

有
識
者
減
少
と
い
う

課
題
を
共
有
し
ま
し

た
。い

が
ま
ち
地
域
を
は
じ
め
郡
部
は
、
自
治

協
議
会
と
公
民
館
活
動
の
し
く
み
が
異
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
原
因
で
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
市
内
各
地
と
の
交
流
を
持
ち
な
が
ら
、

進
ん
で
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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「合併特例債の期間を
あと２年延ばしたい」

～タウンミーティング開かれる～

回覧等にて周知されていた

市の行政説明会（タウンミー

ティング）が、２月７日（木）

夜、岡本市長をはじめ各部長

等が列席の下、いがまち公民

館で行われました。参加した

住民は柘植・西柘植・壬生野

から合わせて約70名でした。

「当面のま
ちづくり～
持続可能な
伊賀市づく
りに向けて」
と題し、次
の３点が関
係部署から説明されました。

①新市建設計画（伊賀市まちづくり
プラン）変更の概要

②「キラッと輝け！地域応援補助金」
について

③庁舎移転後の市街地の賑わいづく
りについて

説明の後、市と住民の間で約
１時間、懇談をしました。
今後は、パブコメ期間(2/15

～3/14)に入ります。
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男
だ
ら
け
の
自
治
会
改
革

伊
賀
支
所
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

１
月

日
（
金
）
夜
、
ふ

２５

る
さ
と
会
館
い
が
小
ホ
ー
ル

で
、
伊
賀
支
所
主
催
の
研
修

会
が
開
か
れ
、
い
が
ま
ち
各

区
か
ら
約

名
の
方
が
参
加

70

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
三
重
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
職
員
の

服
部
亜
龍
さ
ん
か
ら
、
担

い
手
不
足
の
実
状
に
あ
っ

た
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

役
員
の
間
口
を
広
げ
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
多
く

の
人
が
協
力
し
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
最

新
デ
ー
タ
や
自
ら
の
経
験
を
活
か
し
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊賀市男女共同参画都市宣言

私たちは

性別にとらわれず 互いを人として尊び
それぞれの個性と能力をいかせるまちをめざし

社会のあらゆる分野で
共に参画し 責任を分かち合い
のびやかで 心豊かに暮らせるまちをめざし

豊かな自然と培われた文化を次代につなげ
平等と平和が根づくまちをめざして

ここに「男女共同参画都市」を宣言します

平成１７年９月２６日
伊賀市

ご存知でしたか？

「
予
防
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
！
」

２
月

日
（
月
：
建
国
記
念

１１

の
日
）
の
午
前
、
い
が
ま
ち
人

権
セ
ン
タ
ー
で
第

回
前
川
解

39

放
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

勢
の
方
の
前
で
、
保
育

園
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
発
表
。
会
の
最

後
に
は
、
保
護
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
わ
が
子

や
参
加
者
に
向
け
て
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
信
さ
れ
ま
し
た
。

映
画
で
も
学
べ
ま
す
！
憲
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス

部
落
解
放
研
究
三
重
県
集
会

２
月
２
日
（
土
）
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
本
集
会
で
は
、
全
体
会
・
分
科
会
が

あ
り
ま
し
た
。

午
前
は
「
世
界
史
の
中
の

日
本
国
憲
法
」
と
題
し
た
記

念
講
演
、
午
後
は
「
部
落
問

題
」
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

等
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

（
い
が
ま
ち
同
研
か
ら
約
40

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
）

参
加
者
に
配
ら
れ
た
し
お
り

人
権
・
同
和
問
題
地
区
別
懇
談
会

最
終
報
告
会

２
月
５
日
（
火
）
夜
、

伊
賀
支
所
主
催
の
報
告

会
が
あ
り
、
各
区
の
区

長
な
ら
び
に
啓
発
推
進

委
員
、
柘
植
小
学
校
・

中
学
校
の
担
当
職
員
が

参
加
し
、
今
年
度
一
年

間
の
取
り
組
み
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
協
人
権
同
和
部
会
に
て
作
成

中
の
「
人
権
意
識
調
査
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、
来
年
度
の
取
り
組

み
に
活
か
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
会
長
と
事
務
局
長
で
宇
佐
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

（
３
㌻
参
照
）
。
当
日
は
九
州
に
も
し
っ
か
り
雪
が
降

り
ま
し
た
。
▼
こ
の
冬
は
総
じ
て
雪
が
少
な
い
で
す
が
、

そ
れ
で
も
積
雪
し
て
白
く
な
っ
て
い
る
霊
山
を
窓
か
ら

見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
荘
厳
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
！
神
々
し
い
霊
山
に
見
守
ら
れ
、
隣
に
は
都
美
恵
神

社
。
柘
植
駅
は
近
い
。
加
え
て
名
阪
国
道
が
あ
る
。
な

ん
と
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
！
▼
柘
植
の
市
民
セ
ン
タ

ー
は
市
内
で
も
景
色
＆
立
地
が
格
別
に
い
い
と
こ
ろ
だ

と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。

（
西
田
方
計
）
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